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オルゴール

渡辺熊四郎欧米漫遊壮行の宴は、東京・芝・紅葉館において、およそ100名の関係者を

集め盛大に執り行なわれた。

ここに紹介する資料は、金森洋物店初代店主渡辺熊四郎（天保11年～明治40年）が明論

25年（1892）、欧米漫遊の折、買い求めたスイス製のオルゴール（銘G.BAKliR～TRO

LL&CoManufacturers.GENEVA.SWITZERLAND)である。

木製の蓋を開くと、かわいらしい2人組の音楽隊と2人の女性人形が並んでいる。箱の

右側にあるレバーを引いてネジを巻き上げると、組み込まれているilH目に合わせひょうき

んにくる')くるりと踊りだす。はるか異国の地、街角の一光景でもあろうか。

初代渡辺熊四郎は、明治2年、函館大町に雑貨商調を開き、広く内外の商況に通じてい

た。また、当時の函館経済

界を代表する人物であり、

函館における公共、教育事

業のほとんどを手がけた程

であった。
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特別展「日本の 玩 具 」 に つ い て

北国の催い冬が過ぎ、ようやく桜の花が咲きほこる頃、

例年どお')5月1日から6月30日までの2か月間にわた‐

て、昭和56年度特別展「日本の玩具」が開催された。

今回の特別展は、日本各地のさまざまな風土．慣習．生

活様式の中から生まれ、はぐくまれた数多くの郷土玩具を

通し、そこに根づいた庶民文化を再発見してもらおうとい－

ものである

郷土玩具は、各地の実生活に結びついた色彩を強くも〃

ている。季節を通して繰り広げられる様々な年中行事．親

から子へ語"伝えられる郷土の伝説にまつわる風俗．風習

に関するものや、病気の治療．災害除け、収穫の祭事なと

人々に幸福．幸運をもたらすものとして神社の祭礼．縁日

で売られた信仰．縁起に関するものがある。また親が心手

こめて作った遊び道具とともにわが子がすこやかに育つ一

うにと神社の祭礼．縁日で買い求めたものがいつしか遊び

道具としてもて遊ばれるようになったものなどがある。↓

ずれも私たちの祖先のたゆまない郷土の愛若となつかしし

』･るさとの祷りを感じさせる。

また郷土玩具とともに今ではなつかしい玩具の一つに

手づくりおもちゃ」がある。身近かにある材料を利用し＝

今年度(昭和56年度)の

市民講座・科麿学教室から

恒例の博物館市民講座並びに科学教室が今年度~電開催さ

れた。

市民灘座は、館員が一般市民に対して行なう教育活動で

ある。考古・歴史・民俗・美術・生態などに分けられ、市

内外の専|Ⅲl家の協力を得ながら、楽しみながら学ぶことを

念頭に入れた企画ですすめている。

内容は特別展に併行した凧に関する講座・映画の会、多

して凧づくり・凧あげ会は人気があり、毎年行なわれる室

器づくり会も申込みが殺到した。他に磯の生物観察会や植

物観察会も天候に恵まれて楽しい学習会であった。

一方、科学教室は小学校4～6年を対象として、天文

植物・昆虫・砿気の部門を計13回開催した。人気のあるの

は天文と昆虫で、ほぼ毎回定貝オーバーの状況であった。

仁山で行なう昆虫観察会は、般近開発のため昆虫が少な‘

なりつつあることから、今後会場の変更も考えなければな

らない．

市民講座・科学教室は展示とともに市民との接点にあ急

行事であるので、館員一同よりよき企画で市民サービスI

'努めたいと考えている。

実際に自分で作って遊ぶ手づくりおもちゃの味わいと楽（

きを体験してもらおうというものである

展示コーナーは、1階ロビー：遊びの広場、1階展示塁

：遊戯玩具一凧の民俗と歴史、2階展示室：風俗・信仰玩

具である。

特別展開催にあたり、ノド上郷土玩具館、八雲町郷土資料

館、五稜郭タワー史餓館、はこだて日本の凧の会、斉藤忠

夫、佐藤広巳、三簡三郎、吉井久助、東美範、市立函館図

譜館の絶大なる御協力を得、とどこおりなく特別展を終一

させることができ、心から感謝するしだいである。

児玉コレクシヨン

日本の有名な人顛学者であった故児玉作左術門北海道大

学名誉教授の収集賛料が市立函館博物館に寄託された。

児玉作左衛門博士は、函館市弥生小学校、函館中学校を

卒業され、東北大学医学部在学中に人類学者の長谷部言人

教授から石器時代人禍･を学び、スイスのチューリッヒでは

モナコフ脳研究所で脳の研究をされた。昭和4年に北海道

大学医学部教授となってからアイヌ民族の研究をされ、モ

ヨロ貝塚のモヨロ人やアイヌ民族の研究業細は世界的で北

海道文化賞も受賞きれている。研究の領域は広く考古学、

民族学者としても有名な方であった。

寄託資料は6.000件以上にのぼ')、先史考古資料、アイ

ヌ民族資料には貴璽なものがあり、一般や研究者に広く利

用されるため整理をはじめているが、昭和57年度には先史

整理風景

考古溌料目録を、

さらに昭和Kin年度

には民族責料目録

の完成をめざして

いる。
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事業報告（56.1.1～56.12.31)

o博物館協議会

博物館協議会開催（3月3]日・4月9日・12月3日）

o来館者

2月7日神戸市議会議員視察

2月12日北海道教育庁斉藤広泰文化課長他

4月9日日本建築家協会会員加倉井昭夫氏

5月12日金子鴎亭氏

5月1M日愛知県師勝町議会議員一行視察

5月19日韓国々立文化財研究所窪光南氏、李命恵氏

視察

6月26日岩手県埋蔵文化センター所長視察

7月14日名古屋市議会員一行視察

7月22日サンフランシスコ市立東洋美術館ミドリスコ

ット女史

7月25日芦別市役所企画課長一行視察

8月1日札幌高等裁判所外山長官一行視察

8月19日いわき市助役栃本渡氏一行視察

8月26日深川市教育委員会波多野教育長一行視察

9月2日足利市教育委員会委員一行視察

9月10日大阪府議会議員柳河瀬精氏視察

10月15日東京都杉並区教育委員会教育長一行視察

11月21日韓国釜山市東亜大学金東鏑教授資料調査

11月26日旭川市議会議員一行視察

12月2日サンパウロ新聞社取材

o考古資料整理

考古資料整理（6月2日～30日）

o特別展

、日本の玩具，（本館5月1日～6月30日）

o企画展

、ひな人形展職（資料館2月17日～3月3日）

､新収蔵資料展蝋（本館4月4日～4月19日）

職よろい・かぶと展卿（分館5月1日～5月17日）

、錦絵展職（分館10月i:;日～10月29日）

o児玉コレクション整理

1月18日児玉コレクション（先史考古盗料8,349点）

を児玉宅より搬入

11月17日児玉コレクション（アイヌ民族資料2,809件）

を児玉宅より撮入

o刊行物

1月25日蔵品目録『美術工芸資料篇」発行

3月1日館報「サラニップ」発行

o市民講座（本館）

凧の民俗と歴史（5月16日）

凧つくりと凧あげ会（6月14日）

母と子の土器をつくる会（7月28日・7月29日延4回）

母と子の磯の生物観察会（8月7日、南茅部町）

植物観察会（8月14日、上磯町）

o科学教室（分館）

星座観測会（5月16日・7月4日・8月22日・10月17日

プラネタリウム見学会（6月13日）

植物野外観察会（6月20日・7月29日）

昆虫野外観察会（7月26日、七飯町）

日食観測会（7月31日）

月の観測会（9月12日）

初歩の電気（9月19日）

昆虫供誕と瀧減会（11月7日）

o審査・貸出

刀剣審在会に銃砲刀刺等6件申硝

北海道文化財展に北海道、函館市指定文化財11件貸出

（9月10日～23日札幌会場、10月8日～13日旭川会場、

10月ir.日～20日函館会場）

北のくらしと民具展に北方民族資料100点貸出（10月2

日～7日前柵市）

北海道の物産と観光展に賛料貸出（10月20日～11月10日

神戸市）

○資料受入

VI月21日金子鴎亭氏寄附の啓作、図書等1,350点搬入

o実習生受入

東北学院大学（7月15日～22日〉駒沢大学（7月21日～

31日）跡見女子大学（7月24日～31日）

oばく涼

本館（10月6日～18日）分館（9月29日～10月11日）

郷土資料館（10月20日～25日）

o<ん蒸

資料くん蒸（本館12月27日～30日）

o受賞

北海道博物館協会20周年記念大会にて元武内、石川両館長

表彰される（6月26日、網走市）

博物館法施行30周年記念式典にて元当館館長武内収太氏

が文部省より表彰される(11月5日、東京都）

o大会出席

北海道博物館大会に横山主事出席（6月26日～27日、網

走市）

日本博物館協会館長会議、総会に館長出席（6月29日～

30日、東京都）

o人事異動

五稜郭分館西田祐一庶務係長、阿部愛子主事退職（3月

31日付）

中村公賞主事、谷口幸一嘱託、宮崎正太郎嘱託、高橋

清嘱能発令（4月1日付）

根本直樹主事発令（5月6日付）

五稜郭分館味方昭庶務係長発令（5月21日付）
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入館者統計

昭和55年度平常展示（56.1.1～56.3.31）
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最近受入れた資料

炉かぎ，他8点9件
【藤川博志氏寄姻・函館市弁天町4－7】

氷のこぎり他34点35件

【亀田教育事務所より保管替え】

漏刻模型説明板付1件

【山村豊氏寄蹴・函館市本町6－14】

ウインチエスター銃1点
【森敬氏帯剛・函館市東雲町11－1】

北海道名産商椴片栗粉版木2点
【藤川博志氏寄贈・函館市弁天町4－7】

平塚時蔵翁家系図と略歴1冊
【福本真三氏寄贈・函館市西旭岡町1丁目16一4斉藤和

夫方】

酒とつくり他3点4件
【富崎澄子氏寄附・函館市本町5－10】

絵はがき26枚

【山下責氏寄j卿・函館市元町14-13】

湯川焼他6点7点
【阿部ユキ氏寄蝋・函館市湯浜町3－2】

机 他1点2件
【亀井正治氏寄姻・函館市末広町19-15】

自 在釣1点
【千歳篤氏寄贈・函館市住吉町12－8】

米 磨桶2点

【米谷伝三氏寄附・函館市柏木町42-12】

八角柱時計他3点4点

【野村斎氏寄m函館市湯浜町14-16】

た らい 1点

【若狭与志一氏寄贈・函館市弁天町12－5】
子供用木製そり他1点2件

【佐藤広巳氏寄蛎・函館市船見町12－8】

た ん す1 点

【神岡清氏寄胸・函館市本通町363】

神棚他付属品17点2件
【水島重男氏寄附・函館市東山町15】

高岡塗手箱1点

【北海道新|ⅡI社寄附・札幌市中央区大通西3丁目6】
卒 剛証書1点
【新ヒナ氏寄附・函館市元町31-14】

蒸しかまど1点
【池田祐吉氏寄贈・函館市宝来町22-13】

電圧計他1点2点

【五十嵐正己氏寄贈・函館市入舟町1－1】

いかつり具一式33点

【安達補三郎氏寄瑚・函館市弁天町12－3】

HakodateCityMuseumNews

SARANIP一サラニップーNo.211982.3.5発行

編集・発行市立函館博物館(TEL0138-23-5480》

北海道函館市青柳町・函館公園内（〒040）


